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えりも高校 宝金楓夏さん

襟裳神社本祭で獅子舞う

９月23日、えりも岬地区襟裳神

社の例大祭本祭が行われました。

あいにくの雨と風で短縮開催と

なり、襟裳岬突端の旧鎮座地に神

輿を移し、安全・豊漁を祈願しま

した。

続いて、ひょっとこが獅子を舞

わせる襟裳神楽が披露され、多く

の観客から拍手が起きました。



令和２年度

令和３年度

令和２年度 歳出 63億 425万円
令和３年度 歳出 61億1909万円

前年度と比べどのような変化があったのか検証してみました

普通建設事業費等
1億2812万円減少

えりも小学校プール ▲4億5576万円

防災行政無線関連 2億3991万円

南東洋油駒線災害復旧工事 1684万円

新型コロナウイルス関連

子育て世帯・住民税非課税世帯等

特別給付金 1億945万円

一般会計歳出を前年度と比較すると 約1.85億円減少

扶助費等 8015万円増加

歳出
減少の理由は

左のグラフから扶助費等と積立金等が増

加しているものの、負担金及び交付金等と

普通建設事業費等が減少しているのがわか

ります。 (1万円未満四捨五入)

人
件
費

物
件
費

負
担
金
及
び

交
付
金
等

扶
助
費
等

公
債
費

操
出
金

積
立
金
等

普
通
建
設

事
業
費
等

10億円

20億円

特別定額給付金等 ▲3億6237万円

MICS事業等 7069万円

高規格救急自動車購入等 3137万円

負担金及び交付金等
2億6067万円減少コロナ禍による

各種給付金や小学

校プール建設、防

災行政無線整備な

ど、令和２年度と

３年度は通常の年

より財政規模が大

きくなっています。

これに伴い、町債

残高もこの２年で

約3億5000万円増

加しました。

総 括

積立金等 2億282万円増加

財政調整基金 4億1100万円

減債基金 ▲2億900万円

役
場
屋
上
に
設
置
さ
れ
た
防
災

行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー

東
部
３
町
の
し
尿
等
を
受
け

入
れ
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
施
設
が
併

設
さ
れ
、
４
月
か
ら
処
理
を

始
め
た
浦
河
浄
化
セ
ン
タ
ー
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令和２年度

令和３年度

令和２年度 歳入 64億6206万円
令和３年度 歳入 61億8869万円

令和３年度一般会計及び６特別会計の決算が認定されました

寄付金等 6924万円増加

地方交付税
2億3060万円増加

普通交付税 1億9673万円

地域デジタル社会推進費、臨時経済対

策費等の創設

特別交付税 3387万円

赤潮対策経費及び有床診療所経費等

ふるさと納税寄付金等 ▲5638万円

繰越金 1億1739万円

歳入

一般会計歳入を前年度と比較すると 約２.７億円減少

減少の理由は

右のグラフから地方交付税と寄付金等が

増加している一方、国庫支出金と町債が減

少しているのがわかります。

(1万円未満四捨五入)

国
庫
支
出
金

道
支
出
金

町

債

交
付
金

町

税

寄
付
金
等

使
用
料
及
び

諸
収
入
等

地
方
交
付
税

町債発行額は6億4727万円で、前年度より5000万円ほど減

少したものの、元金償還金4億8881万円を1億5846万円上回り

ました。

町の借金は(町債残高)

49億5846万円

10億円

20億円

町の貯金は(積立金残高)

34億3999万円

財政調整基金が、5億9300万円積み増しされたことから、令

和３年度末積立金残高は前年度より約5億8810万円の増加とな

りました。

国庫支出金
5億9247万円減少

コロナ特別定額給付金 ▲4億5925万円

町民1人当り10万円給付

えりも小学校プール ▲1億924万円

町債 5075万円減少

えりも小学校プール ▲3億4480万円

防災行政無線施設整備 2億4000万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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令
和
３
年
度
の
一
般
会

計
と
６
つ
の
特
別
会
計
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
、
終

始
活
発
な
質
疑
応
答
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
７
会
計

の
決
算
を
認
定
採
決
し
、

続
く
本
会
議
で
も
同
様
に

採
決
さ
れ
ま
し
た
。

各
委
員
、
理
事
者
、
説

明
員
の
皆
様
に
は
、
審
議

の
円
滑
な
運
営
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
あ
と
３
か
月
と

な
り
ま
す
が
、
理
事
者
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の

審
議
結
果
が
後
年
度
の
予

算
編
成
や
行
政
執
行
に
生

か
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る

と
と
も
に
、
私
た
ち
議
員

も
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
な
お
一

層
の
努
力
を
す
る
所
存
で

す
の
で
、
ご
支
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※決算審査意見書の中から一部抜粋し掲載

令和３年度の一般会計決算額は、対前年に比べ歳入4.2％、歳出2.9％の減となっている。

歳入減の要因の一つに国庫支出金の減額があるが、これは令和２年度に実施された新型コロナウイル

ス感染症に伴う地方創生臨時交付金及び特別定額給付金の影響が考えられる。

令和３年度末の一般会計収入未済額は1億

1169万円となり、前年度と比較すると2067

万円、15.6％の減となっている。さらに、

国保・簡水・下水道・介護・後期医療を含

めた収入未済額は3億2183万円となり、4923

万円、13.3％の減となった。

令和３年度は、前年より続く新型コロナ

ウイルス感染症を原因とした経済の低迷、

さらに赤潮の影響も心配されたが、町税

（国民健康保険税を含む）を中心として収

納率が向上し、また各課で抱えていた収入

未済額の不納欠損処理も進められ、前向き

な取り組みの効果が表れたものと考える。

今後においても各課連携の上、収入未済額の縮減に向けて努力することを期待する。

令和３年度決算では、令和２年度に引き続いて新型コロナウイルス感染症に関連した事業が行われた

ほか、防災行政無線工事のような大型事業が進められた結果、歳入、歳出ともに80億円を超える規模と

なった。しかし、そのような中でも財政調整基金を積み立てることができている。

ここ数年、世界規模の感染症の流行やロシアのウクライナ侵攻、町内では赤潮の発生など、想定外の

出来事が続いてるが、社会情勢の変化や行政課題を把握し、当町の持続的、安定的な成長と発展を目指

して、今後も効率的かつ健全な財政運営に努めることを期待する。

えりも町監査委員 小関孝雄
えりも町監査委員 笹谷廣喜

監査委員、決算審査結果を報告

決算特別委員会 委員長 髙松亮裕

町税

国民健康
保険税

40％ 60％ 80％ 100％

収入未済額について

総 括

財政の推移及び収支の状況

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

町 税 収 納 率 推 移



◎
令
和
４
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

・
高
齢
者
等
冬
期
生
活
支
援
金

１
６
０
万
円

福
祉
灯
油
事
業
と
し
て
一
世

帯
に
１
万
円
を
支
給
す
る
も

の
・
高
齢
者
世
帯
等
生
活
支
援
金

３
２
８
万
８
千
円

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
物
価
高

騰
等
の
対
策
と
し
て
高
齢
者

世
帯
等
の
非
課
税
世
帯
に
１

万
２
千
円
を
支
給
す
る
も
の

・
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

１
５
０
０
万
円

物
価
高
騰
等
に
伴
う
生
活
支

援
と
経
済
活
動
支
援
を
目
的

と
し
た
簡
易
水
道
基
本
料
金

の
減
免
に
対
す
る
費
用

・
水
産
業
振
興
費
役
務
費

４
０
０
万
円

８
月
中
旬
に
町
内
の
沿
岸
一

帯
に
漂
着
し
た
流
木
の
処
理

費
用

・
水
産
業
振
興
費

１
６
２
万
円

赤
潮
の
影
響
を
受
け
た
と
み

ら
れ
る
真
ツ
ブ
系
巻
貝
の
生

態
研
究
と
調
査
に
必
要
な
設

備
費
の
助
成

・
映
画
製
作
推
進
費６

５
０
万
円

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
金
を
製
作
準
備
委
員
会
へ

支
出

・
風
の
館
管
理
運
営
費

２
４
０
０
万
円

屋
外
天
窓
の
窓
枠
補
修
塗
装

や
ガ
ラ
ス
交
換
な
ど
の
改
修

工
事
費
用

８
月
12
日
の
大
雨
に

伴
う
災
害
復
旧

・
河
川
維
持
費１

２
９
万
７
千
円

・
道
路
維
持
費８

２
１
万
８
千
円

・
道
路
新
設
改
良
費７

５
０
万
円

え
り
も
岬
・
大
下
線
の
改
良

工
事
費
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補
正
予
算

議会として次年度の「政策」をまちに要望
１ 灯台公園パークトイレスマイルの改築を

本トイレは悪臭が不快であり、加えて老朽化も顕著であるた

め、一刻も早い施設改築を。

２ 電気自動車の充電設備の設置を
当町には電気自動車の充電設備がなく、観光と環境のため、

早期に充電設備の設置を進めること。

３ 町道えりも岬海浜線の整備を
本路線の通行量、そして昨今の大雨に対応するため、早期に

整備を実施すること。

４ 空き家住宅への解体費補助を
景観・観光面から、空き家の解消を進めるため、町内業者に解体を依頼した場合に解体費の助成を。

５ 未婚者対象の交流会の開催を
①以前行っていた婚活事業を企画すること。

②かつて商工青年部が若者交流会を開いていたが、同じような企画が民間団体からあった場合に助成を。
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介護保険料の徴収誤りについて

決
算
特
別
委
員
会

質
疑

９
月
16
日
、
令
和
３
年
度
の
決
算
に
対
す

る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容
を
抜
粋
し
掲
載

し
ま
す
。

質
疑
（

本
）

毎
年
多
額
の
維
持
補
修
費
が
か
か
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
の
改
善
策

は
な
い
か
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

経
年
劣
化
も
あ
り
年
々
金
額
も
大
き

く
な
っ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
全
面
改

修
が
難
し
く
、
今
後
も
継
続
し
て
維
持

管
理
を
続
け
て
い
き
た
い
。

シ

カ

侵

入

防

止

柵

教

員

住

宅

の

管

理

質
疑
（
大
坂
）

今
後
の
教
員
住
宅
の
改
善
計
画
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
空
い
て
い

る
教
員
住
宅
は
、
町
民
が
借
り
て
利
用

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）

修
繕
計
画
を
立
て
管
理
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
一
時
的
な
利
用
で
あ
れ
ば

理
由
に
よ
り
貸
し
出
し
は
可
能
で
あ
る
。

質
疑
（
石
川
）

①
ど
う
い
う
も
の
に
使
わ
れ
て
い
る

か
、
あ
る
程
度
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

②
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
ふ
る
さ
と
納

税
に
頼
る
の
は
危
険
性
が
あ
る
と
思
う

が
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

が
、
広
報
紙
等
を
使
い
、
町
民
に
周
知

し
て
い
き
た
い
。

答
弁
（
町
長
）

②
継
続
し
た
事
業
に
使
用
す
る
の
は

厳
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。
単
年
度

事

業
に
使
っ
て
い
き
た
い
。

ふ

る

さ

と

納

税

質
疑
（
竹
内
）

３
月
末
で
契
約
が
切
れ
る
が
、
来
年

度
の
継
続
の
話
し
合
い
は
行
わ
れ
て
い

る
か
。

答
弁
（
診
療
所
事
務
長
）

安
定
し
た
医
療
提
供
を
継
続
す
る
た

め
に
も
、
今
い
る
医
師
に
少
し
で
も
長

く
勤
務
し
て
も
ら
う
よ
う
交
渉
中
で
あ

る
。 医

師

の

任

期

１ 概 要

令和４年８月支給年金からの介護保険料特別徴収(天引き)について、年金を支給する厚生労働省年金局へ提供

すべき徴収データが提供されていなかった(未送信)ことにより、徴収過大及び徴収不足が発生した。

２ 経 緯

８月年金天引き分で100件を超える過誤納金があることが判明し、原因を追及した結果、６月に算定を行った

保険料のデータ200名分が、厚生労働省のデータに反映されていないことを把握。天引き額が町側のデータと一

致せず、徴収過大及び徴収不足が発生した。

徴収過大及び不足の状況は次のとおり。 徴収過大 124名・947,800円 徴収不足 76名・532,200円

３ 原 因

年度の前半と後半で、年金からの天引き額に差が生じやすい介護保険料について、より適正化するための算定

であったが、担当者の事務遂行上に必要な手順の認識が完全でなかった点が挙げられ、２種類のデータを厚生労

働省へ送信すべきところ、一方のデータのみの送信となったことによる誤りである。

４ 町の対応

管理体制の不備により今回の事案が発生した。

町では、誤りの対象となった年金受給者に対し、丁寧な説明をしながら理解をいただき対応していきたい。

今回は町にとっても町民の信頼を失墜するような行為であり、二度とこのようなことがないよう取り組んでい

きたい。
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「事業者支援事業」
対象者の拡大を

支援範囲の拡大を検討

問

竹
内

議
員

６
月
定
例
会
で
、
原
油

価
格
の
高
騰
等
に
対
応
す

る
た
め
、
町
内
に
事
業
所

が
あ
る
一
次
産
業
事
業
者

及
び
商
工
事
業
者
に
対
し
、

支
援
す
る
こ
と
で
議
決
さ

れ
て
い
る
が
、

①
漁
業
者
支
援
で
は
採

り
昆
布
業
者
は
支
援
対
象

で
あ
る
が
、
拾
い
昆
布
業

者
は
対
象
外
で
あ
る
。

拾
い
昆
布
業
者
を
対
象

と
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
商
工
業
者
支
援
で
は

商
工
会
等
に
加
入
し
て
い

な
い
個
人
事
業
者
は
制
度

の
内
容
も
分
か
ら
ず
、
支

援
が
行
き
届
か
な
い
恐
れ

も
あ
る
。

個
人
事
業
者
と
し
て
事

業
申
告
し
て
い
る
事
業
者

を
対
象
と
す
る
考
え
は
な

い
か
。

③
申
請
漏
れ
が
無
い
よ

う
、
広
報
折
り
込
み
等
で

本
事
業
の
周
知
を
し
て
は

ど
う
か
。

答

産
業
振
興
課
長

①
船
舶
を
使
用
し
な
い

陸
拾
い
昆
布
業
者
は

対
象
外
と
し
た
が
、

燃
油
高
が
当
分
続
く

と
考
え
、
陸
拾
い
昆

布
業
者
も
給
付
対
象

と
す
る
か
検
討
し
た

い
。②

本
事
業
は
商
工

会
会
員
に
は
周
知
さ

れ
て
い
る
と
考
え
る

が
、
再
度
、
個
人
事

業
者
に
制
度
内
容
等

の
周
知
徹
底
を
図
り

た
い
。

③
改
め
て
町
広
報

折
り
込
み
等
で
事
業

の
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

竹内孝文議員

荒
波
の
中
、
長
い
か
ぎ

竿
で
昆
布
を
た
ぐ
り
寄

せ
る
陸
拾
い
昆
布
業
者

産業民生常任委員会

委員長 高松亮裕

副委員長 渡部 泰

委員 大坂庄吉 竹内孝文 中野公浩

※ 内容は抜粋して掲載しています調査日 令和４年１０月６日（木）

赤潮被害の現状を調査
令和３年９月に発生した赤潮被害の現状など、担当課より聞き取り調査を行なった。

① 操業状況
漁獲量が少ないので出漁回数は減少している。ツブ類の令和４年４月から９月までを昨年同期と比

較すると、漁獲量で500トン、金額で約２億4000万円減少している。

② 環境状況調査
ツブ漁場での水中ドローン調査を複数回行い、数個の生存個体と死がいを確認しているが、大量へ

い死は確認されていない。ツブかご投入による試験操業は、１回200個を投入し、１隻月２回の調査を
実施し、１回につき０個～数個という状況である。

③ 水産多面機能発揮対策事業費の活用は
春頃に地元や道東地区からツブ類を買い上げ、再生産につなげるため、

標識を付けて放流している。９月末現在18万個を放流し、計画目標は40
万個である。今後、標識放流したツブのモニタリング調査を行う。

④ 来年度に向けた種苗の確保状況は
ウニの種苗は確保できる見込みである。
ナマコは現在、種苗生産試験を実施している。

⑤ ふるさと納税の寄付状況は(赤潮被害指定寄付)
北海道代理納付分 54件 369万円
令和３年度 1,062件 2521万円
令和４年度 247件 196万円(９月末現在）

ツブの殻に１個ずつド
リルで穴を開け標識を
取り付ける



問


本

議
員

災
害
の
規
模
が
大
き
い

ほ
ど
、
消
防
等
の
公
助
に

よ
る
人
命
救
助
に
は
限
界

が
あ
る
。

切
迫
し
た
状
況
で
は
、

共
助
に
よ
る
人
命
を
守
る

行
動
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
中
心
的
役
割
を

担
え
る
も
の
と
し
て
、
防

災
士
の
存
在
が
あ
る
。

防
災
や
人
命
救
助
に
対

す
る
知
識
、
そ
し
て
自
ら

学
ん
で
資
格
を
取
得
す
る

高
い
志
と
強
い
使
命
感
を

持
つ
防
災
士
は
、
日
ご
ろ

か
ら
地
域
防
災
を
担
う
大

切
な
人
材
で
あ
る
と
思
う
。

①
町
内
に
い
る
防
災
士

は
把
握
し
て
い
る
か
。

②
災
害
対
応
に
興
味
が

あ
る
町
民
や
学
生
な
ど
を

対
象
に
、
防
災
士
資
格
取

得
の
推
進
、
啓
発
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

③
防
災
士
の
役
割
を
災

害
対
応
時
に
組
み
込
む
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答

企
画
課
長

①
現
在
、
町
内
で
は
２

名
の
方
が
防
災
士
の
認
証

を
受
け
て
い
る
。

②
他
の
自
治
体
で
は
、

防
災
力
向
上
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
、
防
災
士

の
資
格
取
得
を
奨
励
し
、

資
格
取
得
に
要
す
る
講
習

料
の
一
部
を
助
成
し
て
い

る
。し

か
し
、
資
格
を
取
得

す
る
方
は
、
年
配
の
方
が

多
い
こ
と
や
、
取
得
後
に

防
災
訓
練
等
の
支
援
活
動

へ
の
協
力
を
求
め
て
も
、

協
力
者
が
少
な
い
な
ど
の

課
題
も
多
く
、
町
と
し
て

も
現
時
点
で
は
、
防
災
士

資
格
の
取
得
推
進
に
積
極

的
に
取
り
組
む
予
定
は
な

い
。③

防
災
士
は
民
間
資
格

で
あ
り
、
法
的
根
拠
に
基

づ
く
資
格
で
は
な
い
。

平
時
の
防
災
訓
練
等
に

機
会
が
あ
れ
ば
協
力
を
願

い
た
い
が
、
災
害
時
に
防

災
士
の
役
割
を
組
み
込
む

の
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

問


本

議
員

映
画
「
北
の
流
氷
」

（
仮
題
）
は
、
町
民
の
関

心
も
高
い
が
コ
ロ
ナ
禍
で

思
う
よ
う
に
進
展
し
な
い

状
況
に
不
安
の
声
も
聞
か

れ
る
。

こ
の
映
画
は
、
え
り
も

の
良
い
宣
伝
に
な
り
、
そ

れ
に
伴
う
経
済
効
果
も
期

待
さ
れ
、
プ
ラ
ス
に
働
く

要
素
が
多
い
と
感
じ
て
い

る
。町

は
一
昨
年
よ
り
映
画

製
作
の
準
備
を
進
め
て
い

る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
日
程
は
。

答

企
画
課
長

当
初
は
２
０
２
０
年
ク

ラ
ン
ク
イ
ン
の
予
定
だ
っ

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
映
画

製
作
の
支
援
要
請
活
動
が

行
え
ず
、
当
初
よ
り
遅
れ

て
い
る
。

現
在
の
進
捗
状
況
は
、

映
画
製
作
資
金
調
達
の
た

め
、
道
内
外
の
企
業
、
個

人
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
も

協
力
を
お
願
い
し
、
今
後

も
総
製
作
費
３
億
５
千
万

円
の
う
ち
、
２
億
円
以
上

を
４
町
で
集
め
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
８
月
に
田
中
監

督
が
来
道
し
、
準
備
委
員

会
と
協
議
を
行
い
、
２
０

２
３
年
８
月
の
ク
ラ
ン
ク

イ
ン
を
目
指
す
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

そ
れ
に
向
け
て
、
田
中

監
督
か
ら
「
劇
場
映
画

『
北
の
流
氷
』
（
仮
題
）

２
０
２
２
年
９
月
～
劇
場

公
開
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
と
い
う
行
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
示
さ
れ
、
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
の
交
渉
や
、
年
内
に

は
配
給
会
社
を
決
め
る
予

定
で
あ
り
、
想
定
ど
お
り

進
め
ば
２
０
２
５
年
に
劇

場
公
開
と
い
う
予
定
で
あ

る
。今

後
も
、
民
間
組
織
の

「
映
画
『
北
の
流
氷
』
を

応
援
す
る
会
」
や
関
係
機

関
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
様
々
な
機
会
を
通
し

て
町
民
の
方
々
に
お
知
ら

せ
す
る
な
ど
、
町
内
の
機

運
を
盛
り
上
げ
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４３・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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防災士の活用は

災害時の
活用は難しい

映画製作の状況は

2025年
劇場公開の予定

防
災
士
の
資
格
取
得
を
推

進
し
て
地
域
防
災
を
担
う

人
材
の
育
成
を

本維応議員

「
え
り
も
砂
漠
」
と
呼
ば
れ

た
当
時
の
百
人
浜
は
、
特
有

の
強
風
も
伴
い
過
酷
な
環
境

が
伺
え
る



問

高
松

議
員

全
国
的
に
路
線
バ
ス
の

状
況
は
非
常
に
厳
し
い
。

人
口
減
少
や
コ
ロ
ナ
禍

で
の
行
動
自
粛
に
よ
る
利

用
者
の
減
少
、
燃
料
高
騰

の
た
め
赤
字
の
拡
大
な
ど

廃
線
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

路
線
バ
ス
も
増
え
て
い
る
。

日
勝
線
の
様
似
～
え
り

も
間
も
利
用
者
は
極
端
に

少
な
く
、
過
去
に
減
便
を

打
診
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

今
後
も
継
続
さ
れ
て
い
く

の
か
不
安
が
残
る
。

え
り
も
町
、
様
似
町
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ
ス
、
バ
ス

利
用
者
、
学
識
者
等
で
構

成
す
る
協
議
会
を
速
や
か

に
設
置
し
、
町
民
の
利
便

性
を
確
保
し
な
が
ら
、
収

支
を
改
善
す
る
方
策
を
探
っ

て
い
く
べ
き
で
は
。

答

企
画
課
長

現
在
、
管
内
７
町

で｢

北
海
道
日
高
地
域

公
共
交
通
計
画
」
を

作
成
中
で
あ
り
、
こ

の
中
に
は
日
勝
線
の

様
似
～
広
尾
間
も
含

ま
れ
て
い
る
。

今
後
、
管
内
へ
来

訪
実
績
の
あ
る
方
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
実

際
バ
ス
へ
乗
車
し
て

の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査

等
も
実
施
す
る
予
定
で
、

ま
ず
は
来
年
度
の
計
画
作

成
に
向
け
て
協
議
を
行
う
。

再
質
問

高
松
議
員

町
民
に
も
路
線
バ
ス
の

厳
し
い
状
況
を
広
く
理
解

し
て
も
ら
い
、
通
学
や
通

勤
に
路
線
バ
ス
を
利
用
、

高
齢
者
に
低
料
金
で
利
用

で
き
る
「
バ
ス
カ
ー
ド
」

の
配
布
、
利
用
者
の
新
規

開
拓
の
た
め
の
「
運
賃
無

料
デ
ー
」
の
設
定
な
ど
、

利
用
促
進
策
を
町
民
が
参

加
し
て
議
論
で
き
る
協
議

会
の
設
置
を
強
く
望
む
。

問

高
松

議
員

３
月
に
え
り
も
岬
と
庶

野
地
区
で
避
難
訓
練
が
実

施
さ
れ
、
６
月
に
は
自
治

会
ご
と
に
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
個
別
説
明
会
が

開
催
さ
れ
た
。

個
別
説
明
会
は
平
日
の

日
中
開
催
で
、
参
加
で
き

た
住
民
は
限
ら
れ
て
い
た

た
め
、
こ
の
内
容
や
得
ら

れ
た
情
報
・
課
題
等
を
自

治
会
長
会
議
や
地
区
別
町

政
懇
談
会
で
公
表
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

な
か
な
か
進
ま
な
い
自

主
防
災
組
織
の
結
成
や
地

域
別
・
個
別
の
避
難
計
画

の
作
成
に
も
生
か
せ
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
要

支
援
者
の
情
報
提
供
は
進

ん
で
い
る
か
。

答

企
画
課
長

避
難
訓
練
は
、
今

後
、
条
件
や
方
法
を

変
え
て
他
の
地
区
で

の
実
施
を
検
討
し
て

お
り
、
今
回
の
内
容

等
に
つ
い
て
も
説
明

し
て
い
き
た
い
。

個
別
説
明
会
は
、

９
か
所
で
開
催
し
46

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

今
回
作
成
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中

に
は
、
各
地
区
の
目

安
と
な
る
場
所
の
最

大
津
波
高
、
到
達
時
間
等

を
記
載
し
て
お
り
、
参
照

い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
希
望
が
あ
れ
ば

説
明
に
伺
い
た
い
。

要
支
援
者
の
方
々
に
は
、

名
簿
公
表
の
同
意
及
び
個

別
避
難
計
画
の
作
成
を
進

め
て
い
る
が
、
作
成
完
了

次
第
、
地
域
支
援
者
へ
情

報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

路線バス利用促進の

まずは日高全域での

協議会設置を

高松亮裕議員

避難訓練等での
課題を公表すべき

希望があれば出向いて説明
他地域の避難訓練時や

え
り
も
岬
灯
台
付
近
を
通
過

す
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ
ス

近
浦
地
区
で
開
催
さ
れ
た
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
個
別
説
明
会

公共交通計画を作成

＜9＞
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問

中
野

議
員

え
り
も
高
校
は
、
津
波

な
ど
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
避
難
所
と
し
て
活
用

さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

福
祉
避
難
所
と
し
て
も
指

定
さ
れ
て
い
る
。

避
難
す
る
高
齢
者
や
乳

幼
児
の
熱
中
症
対
策
と
し

て
、
エ
ア
コ
ン
を
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る

こ
と
で
高
校
生
も
快
適
に

授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
が
。

答

企
画
課
長

え
り
も
高
校
は
、
標
高

43
・
４
ｍ
に
位
置
し
、
平

成
29
年
に
主
と
し
て
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児

等
、
特
に
配
慮
を
要
す
る

方
々
を
受
け
入
れ
る
福
祉

避
難
所
に
指
定
し
た
。

災
害
時
の
避
難
所
と
し

て
、
エ
ア
コ
ン
設
置
は
将

来
的
に
必
要
と
思
う
が
、

町
内
に
は
津
波
の
浸
水
想

定
地
域
外
に
、
防
災
備
蓄

倉
庫
等
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
地
区
も
あ
り
、
そ
れ

ら
を
優
先
し
て
整
備
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

高
校
事
務
長

高
校
で
現
在
行
っ
て
い

る
暑
さ
対
策
は
、
既
設
の

38
枚
の
網
戸
に
加
え
、
特

別
教
室
や
廊
下
な
ど
に
14

枚
の
網
戸
を
新
設
し
、
さ

ら
に
19
台
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
購
入
し
、
よ
り
涼

し
い
教
育
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

従
っ
て
現
在
は
エ
ア
コ

ン
設
置
の
予
定
は
な
い
が
、

今
後
の
気
温
上
昇
な
ど
、

気
候
変
動
の
可
能
性
を
踏

ま
え
、
他
の
高
校
の
取
り

組
み
を
参
考
に
対
策
を
実

施
し
て
い
く
。

答

教
育
長

一
ク
ラ
ス
の
人
数
が
多

く
、
扇
風
機
な
ど
で
対
策

し
き
れ
な
い
教
室
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問

神
田

議
員

中
央
牧
場
の
消
臭
対
策

に
つ
い
て
は
、
12
月
定
例

会
の
一
般
質
問
の
中
で

「
施
設
や
飼
料
の
改
善
を

実
施
」
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
地
域
の
方
々
か
ら

は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
状
況
下
で
、
町
が

同
牧
場
か
ら
得
て
い
る
具

体
的
な
対
応
策
を
、
親
身

に
な
っ
て
地
域
の
方
々
に

示
す
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
。

答

産
業
振
興
課
長

当
牧
場
は
完
成
当
初
か

ら
、
東
風
が
吹
い
た
際
に

悪
臭
の
苦
情
が
あ
り
、
町

は
改
善
を
要
請
し
て
き
た
。

牧
場
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
昨
年
、
飼
料
の
改
良
や

悪
臭
の
原
因
箇
所
の
改
善

を
実
施
し
た
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

ま
た
今
年
は
、
堆
肥
の

乾
燥
を
早
め
る
機
械
の
導

入
や
堆
肥
舎
の
気
密
性
を

高
め
る
た
め
の
オ
ー
バ
ー

ス
ラ
イ
ダ
ー
化
、
悪
臭
発

生
箇
所
へ
の
消
臭
剤
投
入

な
ど
、
各
種
の
対
策
を
行
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。

地
域
の
方
々
へ
の
説
明

に
つ
い
て
は
、
要
望
が
あ

れ
ば
、
牧
場
担
当
者
か
ら

も
対
応
す
る
準
備
が
あ
る

と
の
確
認
を
得
て
い
る
の

で
、
町
と
し
て
も
説
明
会

の
開
催
な
ど
に
対
応
し
て

い
く
。

町
に
と
っ
て
初
の
大
規

模
農
場
は
雇
用
創
出
の
場

で
も
あ
り
、
町
民
の
理
解

の
中
で
の
稼
働
が
大
切
な

こ
と
か
ら
、
今
後
も
状
況

を
注
視
し
、
指
導
・
要
請

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

再
質
問

神
田
議
員

臭
気
や
水
質
測
定
の
実

施
状
況
は
。

答

産
業
振
興
課
長

水
質
検
査
は
法
定
通
り

実
施
し
て
い
る
。
臭
気
に

つ
い
て
は
、
視
察
し
た
際

に
あ
ま
り
臭
い
を
感
じ
な

か
っ
た
千
歳
農
場
レ
ベ
ル

ま
で
に
す
る
よ
う
要
望
し

て
い
る
。
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福祉避難所に

エアコンの設置を

早急な設置は困難

地域住民に
消臭対策の明示を

説明会の
開催などに対応

福祉避難所として指定されているえりも
高校。近年の酷暑への対策が求められる

神田 修議員

中野公浩議員

風向きによって周囲に悪臭が
ただよい改善が求められる
大和地区 中央牧場



問

大
坂

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

平
成
28
年
１
月
か
ら
本
格

運
用
さ
れ
、
社
会
保
障
や

税
金
の
手
続
き
な
ど
の
際

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
用
い

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。住

民
に
と
っ
て
も
、
様
々

な
手
続
き
が
効
率
化
す
る

と
さ
れ
て
い
る
。

当
町
で
も
広
報
等
で
呼

び
か
け
を
し
て
い
る
が
、

現
状
で
は
義
務
で
は
な
く

任
意
の
た
め
、
普
及
は
伸

び
て
い
な
い
と
思
っ
て
い

る
。マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
は
何
パ
ー
セ
ン
ト

く
ら
い
か
。

答

町
民
生
活
課
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
確
定
申
告
や
一
部
の

医
療
機
関
等
で
は
健
康
保

険
証
と
し
て
使
用
で
き
る

ほ
か
、
今
後
、
運
転
免
許

証
と
の
一
体
化
な
ど
、
順

次
、
そ
の
用
途
が
拡
大
さ

れ
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
町
に
お
け
る
交
付
率

は
、
令
和
４
年
８
月
末
時

点
で
、
町
民
の
お
よ
そ
３

割
に
当
た
る
29
・
２
％
と

な
っ
て
い
る
。

作
成
が
義
務
で
は
な
い

こ
と
も
、
全
国
的
に
交
付

率
が
低
迷
し
て
い
る
一
因

で
は
な
い
か
と
認
識
し
て

い
る
が
、
町
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
他
の
自
治
体

の
取
組
事
例
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
カ
ー
ド
の
意
義

を
幅
広
く
周
知
し
、
普
及
・

促
進
に
努
め
て
い
く
。

問

大
坂

議
員

近
年
、
豪
雨
が
多
く
発

生
し
て
い
る
。

通
常
の
大
雨
と
異
な
り
、

降
雨
量
の
予
測
が
難
し
く
、

降
雨
時
か
ら
道
路
の
冠
水
、

河
川
の
増
水
、
土
砂
災
害

と
一
気
に
流
れ
込
む
こ
と

に
よ
り
発
生
す
る
。

当
町
で
は
、
８
月
12
日

～
13
日
に
土
砂
災
害
が
各

地
域
に
発
生
し
た
と
聞
か

さ
れ
て
い
る
。

①
土
砂
災
害
が
何
件
確

認
さ
れ
て
、
対
応
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

②
町
道
の
側
溝
な
ど
、

増
水
に
十
分
な
対
応
は
さ

れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答

企
画
課
長

①
土
木
被
害
は
、
土
砂

崩
れ
な
ど
14
件
、
水
産
被

害
が
７
件
、
軽
微
な
も
の

５
件
の
合
計
26
件
を
確
認

し
て
い
る
。

町
で
対
応
で
き
る
も
の

は
実
施
し
、
道
が
対
応
す

べ
き
箇
所
に
は
振
興
局
に

対
し
要
請
し
て
い
る
。

民
有
地
に
係
る
本
格
的

な
復
旧
は
個
人
対
応
と
な

る
が
、
漁
場
を
守
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
町
と
し
て

北
海
道
財
務
局
な
ど
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
い

る
。

答

建
設
水
道
課
長

②
基
本
的
に
は
１
時
間

当
た
り
の
降
雨
量
60
ミ
リ

に
対
応
で
き
る
整
備
を
進

め
て
い
き
な
が
ら
も
、
地

形
的
な
問
題
で
雨
水
が
集

中
し
や
す
い
箇
所
等
は
、

側
溝
サ
イ
ズ
を
大
き
く
す

る
な
ど
、
十
分
調
査
・
検

討
し
な
が
ら
実
施
し
て
い

き
た
い
。

ま
た
、
引
き
続
き
、
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に

よ
る
状
況
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
水
害
防
止
・

軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
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マイナンバーカードの普及は

更なる普及・促進に努める

大雨による災害対応は

巡回パトロールで
状況把握に努める

大坂庄吉議員

普
及
促
進
の
た
め
休
日
も

特
設
窓
口
を
開
設
し
て
い
る

東
洋
・
歌
露
地
区
の
災
害
現

場
は
、
法
面
の
地
滑
り
に
よ
っ

て
配
水
管
が
破
損
し
、
一
時

30
戸
が
断
水
と
な
っ
た



え
り
も
高
校
３
年
生

美
術
部

ほ
う
き
ん

ふ
う
か

宝
金

楓
夏
さ
ん

Ｑ

絵
画
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

は
。

Ａ

元
々
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、

え
り
も
高
校
に
進
学
後
、
美
術

部
に
入
り
ま
し
た
。
特
に
動
物

を
油
絵
で
描
く
の
が
好
き
で
す
。

Ｑ

趣
味
、
好
き
な
も
の
は
な
ん

で
す
か
。

Ａ

絵
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
読

書
も
好
き
で
ミ
ス
テ
リ
ー
系
を

好
ん
で
い
ま
す
。

芸
能
人
で
は
、
俳
優
の
西
島

秀
俊
さ
ん
や
綾
野
剛
さ
ん
な
ど

演
技
派
が
好
き
で
す
。

Ｑ

え
り
も
高
校
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

良
い
環
境
で
す
。
周
り
の
人

も
皆
さ
ん
知
っ
て
い
る
し
、
先

生
も
と
て
も
良
い
感
じ
で
す
。

Ｑ

え
り
も
の
良
い
と
こ
ろ
、
感
じ

た
と
こ
ろ
は
。

Ａ

え
り
も
は
、
景
色
が
良
い
で

す
ね
。
絵
画
の
題
材
が
沢
山
あ

り
ま
す
。
写
真
を
撮
っ
て
描
い

た
り
も
し
て
い
ま
す
。

感
じ
た
こ
と
は
、
え
り
も
の

良
さ
を
も
っ
と
ほ
か
の
地
域
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。

Ｑ

進
学
な
ど
、
今
後
は
。

Ａ

美
術
に
も
関
わ
り
つ
つ
、
教

育
系
の
学
校
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
。

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た｢

海

と
山
の
幸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｣

。

秋
晴
れ
の
中
、
会
場
に
は
鮭

の
つ
か
み
取
り
の
抽
選
券
を
求

め
て
長
い
行
列
が
で
き
、
ま
た
、

餅
ま
き
大
会
に
は
大
勢
の
子
ど

も
達
と
保
護
者
が
や
ぐ
ら
の
周

り
を
取
り
囲
み
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
中
止
と

な
る
中
、
夏
の
「
灯
台
ま
つ
り
」

も
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人
で
に

ぎ
わ
っ
た
こ
と
は
、
今
後
の
行

事
開
催
の
足
掛
か
り
に
な
れ
ば

と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

年
内
も
残
り
２
か
月
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
の
冬
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

同
時
流
行
す
る
可
能
性
が
高
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
手
指
消

毒
と
マ
ス
ク
着
用
の
日
々
は
、

ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
。

（
竹
内
）
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広
報
広
聴
常
任

委
員
会
委
員

委
員
長


本

維
応

副
委
員
長

高
松

亮
裕

委
員

竹
内

孝
文

神
田

修

上
野

陽
司

８月１４日 灯台まつり（海上安全祈願祭）

８月３１日 日高地区林活議連役員会

９月 ６日 全員協議会

９月 ８日 議会運営委員会

９月１５

～１６日

全員協議会・第４回定例会

決算特別委員会

広報広聴常任委員会

９月２７日
日高管内町村議会正副議長・

常任委員長研修会

１０月 ６日 産業民生常任委員会

１０月１１日 広報広聴常任委員会

１０月１８日 合同所管事務調査

１０月２０日 広報広聴常任委員会

１０月３１日
全員協議会

第12回子ども議会

議会の動き

宝
金
楓
夏
さ
ん
は
、
え
り
も
高
校
美
術
部
で
好
き
な
絵
画
を
思

う
存
分
描
い
て
い
ま
す
。
道
が
愛
鳥
週
間
に
募
集
し
た
令
和
４
年

度
「
野
鳥
絵
画
展
・
高
等
学
校
の
部
」
に
出
展
し
た
水
彩
画
「
Ｓ

ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
・
ｄ
ａ
ｙ
」
が
金
賞
を
受
賞
。
今
後
の
活
躍
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

（
取
材
・

本
）

現
在
は
野
鳥
を
モ
チ
ー
フ
に

大
き
な
作
品
に
挑
戦
中

金
賞
を
受
賞
し
た
「
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
・

ｄ
ａ
ｙ
」
。
小
鳥
の
や
さ
し
さ
と
春

の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る


